
し
い
生
面
を
騨
話
研
究
の
上
に
開
い
た
も
の
と
い
へ
よ
う
。

入
頁
、
東
京
週
黒
書
店
襲
行
、
三
内
三
・
○
○
）
〔
柴
田
）

○
岡
　
本
　
道
　
可
　
傳

岡
　
本

〈
菊
到
二
九

鴻
プ7

著

　
岡
∵
本
道
可
は
江
州
甲
賀
の
七
窯
翌
翌
の
鵡
、
天
正
十
一
年
尾
張
の
星
崎

に
生
れ
、
十
＝
蔵
の
時
よ
り
ゴ
本
の
槍
を
鰻
り
に
所
謂
渡
り
奉
公
人
と
し

て
門
々
主
を
云
ふ
る
こ
と
九
人
、
最
後
に
伊
勢
の
藤
堂
和
泉
寺
に
仕
へ
て

大
坂
陣
に
武
功
を
あ
ら
は
し
、
数
次
加
増
を
う
け
て
知
行
千
石
、
鐡
砲
門
の

地
位
に
ま
で
上
っ
た
が
、
然
も
偶
ミ
そ
の
意
に
協
ほ
ぬ
こ
と
が
あ
れ
ば
直

に
主
家
を
立
退
い
て
も
と
の
浪
人
の
身
と
な
り
、
要
談
を
以
て
再
三
召
返

へ
さ
る
x
に
及
ん
で
途
に
藤
堂
家
の
家
事
と
し
て
生
を
畢
へ
た
Q
そ
の
名

は
必
ず
し
も
偉
大
を
以
て
穰
す
る
に
當
ら
な
い
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
七

十
歳
の
生
涯
は
「
歩
行
足
輕
の
時
よ
り
一
遇
一
郡
を
も
豊
む
青
侍
の
本
意
」

な
り
と
し
た
曝
露
武
士
の
一
典
型
と
し
て
ま
た
傳
ふ
る
に
足
る
も
の
が
あ

る
。
本
書
の
記
者
は
道
理
直
系
の
後
庭
と
の
こ
と
で
あ
る
が
そ
の
組
先
の

行
履
を
述
べ
る
に
當
っ
て
濫
に
子
孫
と
し
て
の
私
情
を
憾
ま
ず
、
一
々
家

常
の
文
書
資
料
を
引
用
し
、
た
じ
道
可
そ
の
人
一
入
の
み
な
ら
ず
、
讃
く

そ
の
周
園
の
關
係
者
の
癖
蹟
を
欝
へ
て
、
淡
々
た
る
筆
致
の
中
に
よ
く
當

時
の
侍
の
身
の
浮
沈
や
、
そ
の
意
地
や
か
た
ぎ
を
叙
し
て
み
る
Q
蓋
し
、

旧
く
畦
代
の
心
を
惟
み
、
武
士
道
護
展
の
跡
を
論
ぜ
ん
と
す
る
入
の
瓢
眼

玩
駕
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
（
菊
判
和
襲
一
九
入
頁
、
非
細
響
〔
柴
田
〕

紹

介

○
後
醍
醐
天
皇
震
翰
集闘

民
精
紳
文
化
研
究
所
編

　
三
民
精
瀞
交
化
研
究
所
は
、
か
ね
て
皇
室
御
撰
穣
爪
の
謹
鰍
　
を
計
叢
し
て

み
た
が
、
そ
の
第
～
と
し
て
後
醍
醐
天
皇
震
翰
集
が
公
刊
せ
ら
れ
た
。

　
「
天
巣
…
の
震
翰
に
難
し
ま
つ
れ
ば
、
町
民
は
　
天
皇
の
御
忍
業
の
う
ち

に
履
ま
せ
給
ひ
し
御
難
難
の
道
を
偲
び
奉
る
と
と
も
に
、
ま
た
御
修
練
の

い
や
堅
く
坐
せ
し
を
鐸
の
あ
た
り
に
拝
し
ま
つ
る
の
で
あ
っ
て
、
中
興
政

治
の
御
聖
談
の
い
よ
く
高
く
疎
き
を
仰
ぎ
奉
る
の
で
あ
る
。
本
集
を
謹

み
て
刊
行
す
る
意
義
も
亦
實
に
ご
」
に
存
す
る
の
で
あ
る
．
し
　
と
、
本
集

の
序
文
に
見
ゆ
る
如
き
趣
旨
の
も
と
に
、
同
研
究
所
々
員
西
田
疵
二
郎
博

士
の
監
修
、
鮮
碧
赤
松
俊
秀
氏
の
編
纂
及
び
解
説
に
依
っ
て
成
っ
た
の
で

あ
る
。

　
牧
む
る
所
十
五
黙
。
天
皇
の
御
眞
蹟
と
し
て
確
か
な
る
徴
謹
の
あ
る
も

の
」
み
を
謹
…
逃
し
奉
っ
て
み
る
。
即
ち
、
束
山
御
文
庫
御
藏
の
御
三
息

（
帝
室
御
物
）
、
堀
部
功
太
郎
氏
藏
の
慈
道
法
親
王
御
漕
息
並
天
皇
御
返

状
、
鹿
王
院
藏
…
の
御
消
息
並
後
宇
多
二
塁
震
翰
御
返
欣
（
國
獲
）
、
岩
崎
男

欝
臓
の
御
窒
息
、
十
王
謹
國
五
識
の
東
寺
正
月
元
年
御
置
丈
（
醗
籔
）
、
鴻

池
男
欝
藏
の
和
歌
懐
紙
、
仁
和
寺
賊
の
御
消
息
、
鰐
淵
寺
藏
の
御
願
文

（
國
費
）
、
出
雲
大
砒
藏
の
費
総
代
論
旨
（
國
實
）
、
大
徳
寺
藏
の
大
徳
寺
御

置
文
（
学
業
U
、
…
残
響
謹
國
等
藏
の
東
寺
元
弘
三
年
御
置
文
（
麟
費
）
、
金
躍

峯
寺
臓
の
御
願
文
（
國
籔
）
、
前
田
侯
欝
識
の
御
感
駄
、
三
号
院
藏
の
天
長

印
信
（
醐
費
）
、
根
溝
嘉
一
郎
琉
識
の
愛
婆
明
黙
像
勅
賛
な
ど
で
あ
る
。

策
ニ
ナ
ニ
巷
　
第
四
難
　
　
八
〇
三

（157）

◎



紹

介
、

　
こ
れ
ら
の
震
翰
を
そ
れ
ぐ
コ
ロ
タ
イ
プ
版
に
附
し
奉
っ
た
の
で
あ
る

が
、
い
つ
れ
も
原
寸
残
は
原
寸
に
近
き
大
さ
を
保
ち
窟
眞
撮
影
並
び
に
印

励
に
當
つ
た
便
利
堂
の
優
秀
な
る
技
術
と
根
俊
っ
て
、
御
筆
蹟
の
御
憩
溺

を
傳
へ
奉
る
の
に
、
些
か
の
閥
徴
す
る
所
も
な
い
。
而
し
て
雷
ふ
ま
で
も

な
く
、
こ
れ
ら
の
農
翰
は
年
時
を
明
記
し
給
は
ぬ
も
の
が
多
い
が
、
別
艇

と
し
て
添
附
せ
ら
れ
た
解
説
は
、
上
々
に
明
快
な
る
年
時
及
び
内
容
の
考

量
論
究
を
な
し
、
是
藍
本
集
が
後
醍
醐
天
皇
震
翰
の
研
究
に
於
い
て
規
準

的
な
地
位
を
占
め
る
所
以
を
な
し
て
み
る
。
更
に
雑
録
の
圏
版
の
菖
め
に

ほ
、
大
徳
寺
藏
の
御
眞
影
を
置
き
奉
り
、
天
皇
の
英
遙
の
御
尋
を
偲
び
奉

る
よ
す
が
と
な
し
て
み
る
Q

　
我
々
は
本
集
に
接
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
御
立
業
を
欽
慕
し
奉
り
、
そ

の
勝
れ
さ
せ
給
へ
る
御
筆
蹟
の
研
究
に
志
す
者
に
と
っ
て
、
永
く
憲
櫨
と

な
る
べ
き
意
嚢
深
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
共
に
、
專
に
當
ら
れ
た

諸
氏
に
浦
腔
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
長
二
尺
一
寸
竪
一
尺
六

寸
、
闘
版
十
七
葉
、
粟
三
三
三
目
瀞
文
化
研
究
隣
一
行
、
定
儂
十
二
薗
普

及
版
七
圓
の
一
定
）
〔
時
野
谷
〕

歴
史
地
理
の
研
究

魚
澄
惣
五
郎
著

　
　
　
（
内
容
鶴
家
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祈
要
頁
籔
）

第
『
田
本
歴
史
地
理
と
古
代
村
落
　
　
　
　

（
三
二
頁
）

第
二
、
河
内
、
湘
泉
、
概
津
、

　
　
　
關
す
る
研
究

三
國
に
於
け
ろ
三
脚
発
想
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
○
頁
）

第
二
十
二
巻
　
策
四
號
、
　
八
〇
四

　
第
三
，
風
土
記
に
現
れ
糞
地
各

　
第
四
、
峠
に
つ
い
て

第
五
、
郷
土
更
研
究
と
靴
腿

節
六
、
媛
穀
伍
幕
議
山
川
の
流
域

　
箪
七
、
釜
町
時
代
に
お
け
ろ
丹
波
地
方

　
第
八
、
丹
波
久
下
氏
と
久
下
谷

　
第
九
、
艦
名
、
赤
松
、
細
川
、
三
諦
の
隆
替

第
一
〇
、
大
穂
公
の
本
薄
地
と
そ
の
地
理
的
醍
境

第
一
一
、
大
阪
城
の
圃
顧

第
一
二
、
大
阪
市
鎮
座
の
榊
融

第
…
三
、
憂
世
の
大
阪

第
一
凶
、
書
手
布
施
附
近

策
一
五
、
瞭
膿
寺
院
造
立
の
流
行
と
開
墾
田

　
　
　
　
昼
｛

駕
」
六
、
吉
野
川
上
流
の
古
刹
、
蓮
川
寺

（
…
三
頁
〕

（…

O
頁
）

（
三
七
頁
）

（一

Z
頁
）

（一

�
ﾅ
）

　
（
入
頁
）

（
四
一
頁
）

（
二
…
頁
）

（
二
六
頁
）

（一

l
頁
）

（一

Z
頁
）

　
（
九
頁
）

（
：
頁
）

（一

Z
頁
）

　
回
書
「
　
歴
山
災
地
理
の
研
究
し
は
、
善
…
嚢
魚
澄
惣
五
郎
氏
が
最
近
数
年
聞
に

起
稿
さ
れ
た
論
文
、
十
六
編
を
今
圃
一
三
に
ま
と
め
て
上
梓
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
Q

　
岡
種
の
研
究
領
域
に
矯
す
る
緻
編
の
論
政
を
集
め
域
は
臼
本
纏
濟
史
の

研
究
と
帰
し
、
或
は
又
日
本
思
想
隻
の
研
究
と
題
す
る
著
者
を
世
に
邊
る

事
は
、
我
國
出
版
界
の
一
ッ
の
風
と
し
て
、
我
々
が
鷹
こ
輕
験
す
る
駈
で

あ
る
が
、
本
書
も
亦
か
う
し
た
形
式
の
下
に
蹴
威
の
論
文
を
編
纂
出
版
し

た
・
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
從
っ
て
此
の
黙
は
本
謎
の
最
も
蔚
し
い
特
色
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
も

（ユ58）


